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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

(2) 連結財政状態

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 6,838 3.6 86 322.5 63 ― △11 ―
26年3月期第2四半期 6,597 1.8 20 △21.5 △3 ― △3 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △82百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 111百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円銭 円銭

27年3月期第2四半期 △1.13 ―
26年3月期第2四半期 △0.30 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 6,438 1,978 30.7 196.89
26年3月期 6,609 1,985 30.0 197.56
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 1,978百万円 26年3月期 1,985百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※ 平成27年3月期の配当予想については、未定であります。

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円銭 円銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― ― ―

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 △5.6 130 △21.3 100 △7.5 60 ― 5.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 発行済株式数（普通株式）

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きは終了しております。

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 10,171,797 株 26年3月期 10,171,797 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 121,051 株 26年3月期 121,051 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 10,050,746 株 26年3月期2Q 10,051,201 株



ヤマト･インダストリー株式会社(7886) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………３

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………………………３

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………３

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………３

３．継続企業の前提に関する重要事象等 …………………………………………………………………３

４．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………８

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………９

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………９

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………９

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………９

決算短信 （宝印刷）  2014年11月14日 11時38分 1ページ （Tess 1.40 20131220_01）



ヤマト･インダストリー株式会社(7886) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、相次ぐ地域紛争や新興国経済の成長鈍化など国際経済のリスク要

因を抱えつつも、政府による経済政策や日銀による金融緩和策を背景に企業収益が改善し、景気は緩やかな回復基調で

推移しております。しかしながら、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や円安による物価上昇の影響を受け個

人消費の落ち込みが見られ、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような状況の中、当社グループでは、既存事業の見直し、新規事業開拓を行い売上拡大に努め、協力会社との事

業提携の強化、品質管理強化に努めてまいりました。

　その結果、売上高は68億38百万円（前年同四半期65億97百万円）、営業利益86百万円（前年同四半期20百万円）、経常

利益63百万円（前年同四半期３百万円の損失）となり、固定資産除却損や投資有価証券評価損等の特別損失が発生した

ことにより、四半期純損失は11百万円（前年同四半期３百万円の損失）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

　（合成樹脂成形関連事業）

　国内においては、拡販に努め売上高は伸長したものの利益率が低下したため経費削減に取り組んでまいりました。海

外において、主力取扱い商品であるＯＡ機器部品の受注が減少し売上高は前年同四半期を下回りましたが、原価低減、

経費削減に努めてまいりました。

その結果、売上高は60億13百万円（前年同四半期60億20百万円）、営業利益は１億19百万円（前年同四半期66百万円の

利益）となりました。

　（物流機器関連事業）

　競合他社との価格競争が続く中、拡販に努め前年同四半期に比べ売上高は８億24百万円（前年同四半期５億76百万円）

と増収となりましたが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動や円安による原価高により、営業損失は33百万円

（前年同四半期46百万円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

(資産）

　資産合計は64億38百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億71百万円減少しました。これは主に、現金及び預金が

１億62百万円増加、受取手形及び売掛金が４億16百万円減少、商品及び製品、仕掛品等のたな卸資産が10百万円減少、

機械装置及び運搬具が43百万円減少、建設仮勘定が90百万円増加、投資有価証券が17百万円減少したことによるもので

す。

(負債）

　負債合計は44億59百万円となり、前連結会計年度末と比べ１億64百万円減少しました。これは主に、支払手形及び買

掛金が１億38百万円減少、短期借入金が１億82百万円増加、長期借入金が１億44百万円減少したことによるものです。

（純資産）

　純資産合計は19億78百万円となり、前連結会計年度末と比べ６百万円減少しました。これは主に、利益剰余金の増加

62百万円、為替換算調整勘定の減少82百万円によるものです。

②キャッシュ・フローの状況

　（営業活動によるキャッシュフロー）

　営業活動の結果得られた資金は、２億80百万円（前年同四半期に営業活動の結果得られた資金は、80百万円）となり

ました。これは主に、売上債権・仕入債務・たな卸資産の増減、その他で１億47百万円の資金増加等の影響によるもの

です。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　投資活動の結果支出した資金は、１億46百万円（前年同四半期に投資活動の結果得られた資金は、１億85百万円）と

なりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出によるものです。

（財務活動によるキャッシュフロー）

　財務活動の結果得られた資金は、38百万円（前年同四半期に財務活動の結果支出した資金は、３億95百万円）となり

ました。これは主に、長期借入金の返済、短期借入金の増加によるものです。
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これらの結果、当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末から１

億64百万円増加し、11億76百万円となりました。

③ 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

④ 研究開発活動

該当事項はありません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本日公表の「第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ」において、平成27年３月期第

２四半期連結累計期間の業績予想値と実績値の差異を開示しております。また、通期の連結業績予想につきましては、

平成26年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はございません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年5月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及び「退

職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年5月17日。以下「退職給付適用指針」と

いう。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会

計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準か

ら給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給

付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半期連

結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しておりま

す。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が74,275千円減少し、利益剰余金が74,275千円増加

しております。なお、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

3,820千円増加しております。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,014,528 1,177,344

受取手形及び売掛金 2,707,736 2,291,028

商品及び製品 448,816 456,679

仕掛品 183,638 197,836

原材料及び貯蔵品 278,513 245,855

その他 272,797 351,098

貸倒引当金 △964 △709

流動資産合計 4,905,067 4,719,133

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 278,634 272,707

機械装置及び運搬具（純額） 422,615 379,348

土地 660,642 660,642

リース資産（純額） 23,115 43,858

建設仮勘定 29,550 120,329

その他（純額） 79,015 55,157

有形固定資産合計 1,493,573 1,532,042

無形固定資産

その他 22,138 18,934

無形固定資産合計 22,138 18,934

投資その他の資産

投資有価証券 64,926 47,634

その他 129,462 126,284

貸倒引当金 △5,364 △5,364

投資その他の資産合計 189,024 168,554

固定資産合計 1,704,736 1,719,531

資産合計 6,609,803 6,438,665

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,226,553 2,087,557

短期借入金 594,393 776,442

未払法人税等 18,130 13,622

その他 412,743 411,619

流動負債合計 3,251,820 3,289,242

固定負債

長期借入金 1,140,486 995,765

退職給付に係る負債 185,465 108,047

その他 46,341 66,675

固定負債合計 1,372,292 1,170,488

負債合計 4,624,113 4,459,730

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 125,443 188,314

自己株式 △22,653 △22,653
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株主資本合計 1,815,586 1,878,457

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,080 3,303

繰延ヘッジ損益 △68 10,482

為替換算調整勘定 206,001 123,166

退職給付に係る調整累計額 △37,908 △36,474

その他の包括利益累計額合計 170,104 100,477

純資産合計 1,985,690 1,978,934

負債純資産合計 6,609,803 6,438,665
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 6,597,881 6,838,339

売上原価 5,820,302 6,018,752

売上総利益 777,578 819,587

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 198,939 210,956

給料及び賞与 228,434 224,863

退職給付費用 24,691 12,339

貸倒引当金戻入額（△） △45 △255

その他 305,117 285,310

販売費及び一般管理費合計 757,137 733,214

営業利益 20,441 86,372

営業外収益

受取利息 286 373

受取配当金 213 246

受取賃貸料 982 1,173

その他 4,378 5,993

営業外収益合計 5,860 7,786

営業外費用

支払利息 21,346 21,321

為替差損 2,764 3,175

その他 5,275 6,322

営業外費用合計 29,386 30,819

経常利益又は経常損失（△） △3,084 63,339

特別利益

固定資産売却益 29,749 -

特別利益合計 29,749 -

特別損失

固定資産処分損 26 22,155

投資有価証券評価損 - 19,590

事業構造改善費用 1,064 -

特別損失合計 1,090 41,745

税金等調整前四半期純利益 25,574 21,594

法人税等 28,639 32,998

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,065 △11,403

四半期純損失（△） △3,065 △11,403
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △3,065 △11,403

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 208 1,222

繰延ヘッジ損益 △935 10,551

為替換算調整勘定 115,495 △82,834

退職給付に係る調整額 - 1,433

その他の包括利益合計 114,768 △69,626

四半期包括利益 111,703 △81,030

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 111,703 △81,030
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 25,574 21,594

減価償却費 69,585 75,246

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,954 -

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △1,709

貸倒引当金の増減額（△は減少） △238 △255

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,210 -

受取利息及び受取配当金 △500 △620

支払利息 21,346 21,321

為替差損益（△は益） 6,208 △661

固定資産処分損益（△は益） 26 22,155

固定資産売却損益（△は益） △29,749 -

投資有価証券評価損益（△は益） - 19,590

事業構造改善費用 1,064 -

売上債権の増減額（△は増加） 409,185 460,639

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,877 △19,954

仕入債務の増減額（△は減少） △318,571 △227,783

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,901 27,715

その他 △78,747 △64,982

小計 131,127 332,296

利息及び配当金の受取額 500 620

利息の支払額 △23,522 △21,778

法人税等の支払額 △31,213 △30,567

法人税等の還付額 5,108 85

事業構造改善費用の支払額 △1,064 -

営業活動によるキャッシュ・フロー 80,936 280,654

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,100 △2,100

定期預金の払戻による収入 4,200 4,200

投資有価証券の取得による支出 △535 △543

有形固定資産の取得による支出 △79,016 △145,227

有形固定資産の売却による収入 263,281 △3,457

投資その他の資産の増減額（△は増加） 3,020 -

貸付けによる支出 △3,000 -

貸付金の回収による収入 596 559

その他 △1,007 302

投資活動によるキャッシュ・フロー 185,439 △146,266

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △19,716 179,710

長期借入金の返済による支出 △417,890 △165,604

長期借入れによる収入 50,000 30,000

自己株式の取得による支出 △91 -

リース債務の返済による支出 △7,316 △5,561

財務活動によるキャッシュ・フロー △395,013 38,545

現金及び現金同等物に係る換算差額 37,404 △8,017

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △91,233 164,916

現金及び現金同等物の期首残高 1,035,368 1,011,378

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 11,264 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 955,398 1,176,294
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,020,899 576,982 6,597,881 ─ 6,597,881

セグメント間の内部売上高
又は振替高

32,692 170 32,862 △32,862 ─

計 6,053,591 577,152 6,630,744 △32,862 6,597,881

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

66,649 △46,208 20,441 ― 20,441

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高

外部顧客への売上高 6,013,802 824,537 6,838,339 ─ 6,838,339

セグメント間の内部売上高
又は振替高

30,282 22 30,304 △ 30,304 ─

計 6,044,085 824,559 6,868,644 △ 30,304 6,838,339

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

119,563 △ 33,191 86,372 ― 86,372

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２.報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更したこ

とに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の「合成樹脂成形関連事業」のセグメント利益

が3,067千円増加し、「物流機器関連事業」のセグメント損失が752千円減少しております。
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